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確定申告納税相談の場所が変わります

ーち仔Il"=:' 酉甑抱区 ζぉ，る開肝綱観の@色柄製の稽殴と市 県民俊の申告受付わ会

・Uど0'変わりを繁す

fi L， ~\闘は開閉民センター (酌E二了目}吋. 昨年彦市町

館で切組畿や受付"行し、ませ^'"で注愈してく"さい.

くわしく"，市役幌市民製思(包34 1 1 1 1何) 奈良鶴穂署(包括 1201)へ.
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申告対象 平成"年1月 111-)2月31111市内?合計百情5千平j町メ

←トル以上の上‘を取得した人{払入金含む ..告側付期・ 2Jl 
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